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(57)【要約】
【課題】再生液バルブやオーバーフロー部の近傍でも再
生液プレートに原料薬剤を載置しやすく、多くの原料薬
剤を収容することができる再生液タンクを備える再生液
供給ユニットを提供する。
【解決手段】イオン交換樹脂床に対し、再生液を供給す
るための再生液供給ユニットであって、原料収容部４１
１及び再生液貯留部４１２を有する再生液タンク４１と
、再生液タンク４１の内部に配置される再生液プレート
４２と、再生液流通管と、再生液バルブと、を備え、再
生液タンク４１には、オーバーフロー部４１３が設けら
れ、再生液プレート４２は、載置面４２１よりも隆起し
、再生液バルブにおける載置面４２１よりも上方に位置
する部分を覆う再生液バルブ用隆起部４２２と、載置面
４２１よりも隆起し、オーバーフロー部４１３の開口４
１３３を覆うオーバーフロー部用隆起部４２３と、を備
える、再生液供給ユニット。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　イオン交換樹脂床に対し、原料薬剤から生成した再生液を供給するための再生液供給ユ
ニットであって、
　再生液の原料薬剤を収容可能な原料収容部、及び原料薬剤と補給水とから生成される再
生液を貯留可能な再生液貯留部を有する再生液タンクと、
　前記再生液タンクの内部に配置され、原料薬剤が載置される載置面を有する再生液プレ
ートと、
　前記再生液タンクから導出される再生液又は前記再生液タンクに導入される補給水が流
通する再生液流通管と、
　前記再生液流通管と接続され、補給水の流れ及び再生液の流れを制御すると共に、前記
再生液タンク内の水位が予め設定された規定水位に達した場合に補給水の流れを遮断する
機能を有する再生液バルブと、を備え、
　前記再生液タンクには、前記原料収容部と連通する開口を介して内部の過剰な再生液を
外部に排出するオーバーフロー部が設けられ、
　前記再生液プレートは、前記載置面よりも隆起し、前記再生液バルブにおける前記載置
面よりも上方に位置する部分を覆う再生液バルブ用隆起部と、
　前記載置面よりも隆起し、前記オーバーフロー部の前記開口を覆うオーバーフロー部用
隆起部と、を備える、
再生液供給ユニット。
【請求項２】
　前記再生液タンクは、上部タンク及び下部タンクを上下方向に連結することにより構成
され、
　前記再生液プレート及び前記オーバーフロー部は、前記下部タンクの内部に配置され、
　前記上部タンクは、専ら前記原料収容部として機能する、
請求項１に記載の再生液供給ユニット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、イオン交換樹脂床に対し、原料薬剤から生成した再生液を供給するための再
生液供給ユニットに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、イオン交換樹脂床が収容される圧力タンクを備えるイオン交換装置において
、イオン交換樹脂床を再生させるための再生液を圧力タンクに供給する再生液供給ユニッ
トが用いられる（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　この種の再生液供給ユニットは、再生液タンクと、再生液プレートと、再生液流通管と
、再生液バルブとを備える。再生液タンクは、再生液プレートに載置される原料薬剤を収
容する原料収容部と、原料薬剤と補給水とから生成される再生液を貯留する再生液貯留部
とを備える。再生液バルブは、再生液タンクの底部から、再生液プレートよりも上方高さ
まで亘って配置されている。再生液タンクは、再生液プレートよりも上方高さに、過剰な
再生液を外部に排出するオーバーフロー部を備える。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特許第５７２９６８６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
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　しかしながら、従来の再生液タンクにおいて、再生液バルブが配置される領域には、再
生液プレートを配置することができず、オーバーフロー部が配置される領域にも、再生液
プレートを配置することができない。そのため、再生液バルブやオーバーフロー部の近傍
では再生液プレートに原料薬剤を載置しにくく、その結果、多くの原料薬剤を収容するこ
とができない、という不都合があった。
【０００６】
　本発明は、再生液バルブやオーバーフロー部の近傍でも再生液プレートに原料薬剤を載
置しやすく、多くの原料薬剤を収容することができる再生液タンクを備える再生液供給ユ
ニットを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、イオン交換樹脂床に対し、原料薬剤から生成した再生液を供給するための再
生液供給ユニットであって、再生液の原料薬剤を収容可能な原料収容部、及び原料薬剤と
補給水とから生成される再生液を貯留可能な再生液貯留部を有する再生液タンクと、前記
再生液タンクの内部に配置され、原料薬剤が載置される載置面を有する再生液プレートと
、前記再生液タンクから導出される再生液又は前記再生液タンクに導入される補給水が流
通する再生液流通管と、前記再生液流通管と接続され、補給水の流れ及び再生液の流れを
制御すると共に、前記再生液タンク内の水位が予め設定された規定水位に達した場合に補
給水の流れを遮断する機能を有する再生液バルブと、を備え、前記再生液タンクには、前
記原料収容部と連通する開口を介して内部の過剰な再生液を外部に排出するオーバーフロ
ー部が設けられ、前記再生液プレートは、前記載置面よりも隆起し、前記再生液バルブに
おける前記載置面よりも上方に位置する部分を覆う再生液バルブ用隆起部と、前記載置面
よりも隆起し、前記オーバーフロー部の前記開口を覆うオーバーフロー部用隆起部と、を
備える、再生液供給ユニットに関する。
【０００８】
　また、前記再生液タンクは、上部タンク及び下部タンクを上下方向に連結することによ
り構成され、前記再生液プレート及び前記オーバーフロー部は、前記下部タンクの内部に
配置され、前記上部タンクは、専ら前記原料収容領域として機能する、ことが好ましい。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、再生液バルブやオーバーフロー部の近傍でも再生液プレートに原料薬
剤を載置しやすく、多くの原料薬剤を収容することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の再生液供給ユニットの一実施形態を備える硬水軟化装置の流路制御バル
ブが第１の状態にあるときの、水処理工程を示す全体構成図である。
【図２】本実施形態に係る硬水軟化装置の外蓋部材を開けた状態を示す斜視図である。
【図３】本実施形態に係る硬水軟化装置の外蓋部材及び正面側板を省略し、内蓋部材を開
けた状態を示す斜視図である。
【図４】本実施形態に係る硬水軟化装置における塩水供給ユニットの一部を断面にして示
す斜視図である。
【図５】本実施形態に係る硬水軟化装置における塩水供給ユニットの分解斜視図である。
【図６】塩水プレートを下部タンク内に収容した状態を示す斜視図である。
【図７】本実施形態に係る硬水軟化装置における下部タンクの内部を模式的に示す断面図
である。
【図８】（Ａ）は、本実施形態に係る硬水軟化装置における中間パネル部材、内蓋部材及
び制御ボックスを分解して示す分解斜視図である。（Ｂ）は、本実施形態に係る硬水軟化
装置における中間パネル部材のパッキン部材を分解して示す底面側から見た分解斜視図で
ある。
【図９】本実施形態に係る硬水軟化装置における配管ユニットを示す斜視図である。
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【図１０】操作具配置部の拡大図である。
【図１１】（Ａ）は、本実施形態に係る硬水軟化装置における流路制御バルブユニットに
コネクタ及び圧力逃し弁を取り付けた状態を示す斜視図である。（Ｂ）は、（Ａ）の流路
制御バルブユニット、コネクタ及び圧力逃し弁を分解して示す斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、本発明の再生液供給ユニットの一実施形態を備える硬水軟化装置について、図面
を参照しながら説明する。
【００１２】
　本実施形態に係る硬水軟化装置１は、水道水、地下水、工業用水等の原水中に含まれる
硬度成分をナトリウムイオン（又は、カリウムイオン）へ置換して、処理水としての軟水
を生成する。硬水軟化装置１は、軟水を各種の用水として需要箇所へ供給する目的で使用
される。硬水軟化装置１は、家屋やマンション等の居住建物、ホテルや大衆浴場等の集客
施設、医院や病院等の医療提供施設、ボイラやクーリングタワー等の冷熱機器、食品加工
装置や洗浄装置等の水使用機器等に接続される。特に、硬水軟化装置１は、一般家庭にお
いて水道水を軟水化するのに適している。
【００１３】
　まず、図１～図３を参照して、本実施形態に係る硬水軟化装置１を構成する各構成要素
について説明する。本実施形態に係る硬水軟化装置１は、圧力タンク２と、流路制御バル
ブユニット３と、再生液供給ユニットとしての塩水供給ユニット４（図４～図７も参照）
と、配管ユニット５（図９～図１１も参照）と、筐体６と、中間パネル７（図８も参照）
と、を備える。以下の説明において「ライン」とは、流路、経路、管路等の総称である。
【００１４】
［圧力タンク２］
　圧力タンク２は、丸みを帯びた底部を有する筒状の耐圧容器（例えば、外周は平面視で
略円形）であり、上部に開口２１を有している。圧力タンク２の内部には、開口２１の中
央部から圧力タンク２の底部付近まで延びる集配液管２３１（図１参照）が設けられる。
圧力タンク２の開口２１において集配液管２３１を除く領域には、頂部スクリーン２４１
が設けられる。集配液管２３１の下端部と圧力タンク２の底部との間には、底部スクリー
ン２４２が設けられる。そのため、集配液管２３１の上端部から圧力タンク２に流入した
液体は、集配液管２３１内を下降して、その下端部から底部スクリーン２４２を通って集
配液管２３１の外側に出て、集配液管２３１の外側における圧力タンク２の内部空間を上
昇して、頂部スクリーン２４１を通って圧力タンク２から外に出る。反対に、頂部スクリ
ーン２４１を通って圧力タンク２に流入した液体は、圧力タンク２の内部空間を下降して
、底部スクリーン２４２を通って集配液管２３１の中に入り、集配液管２３１内を上昇し
て、その上端部から圧力タンク２の外に出る。なお、頂部スクリーン２４１及び底部スク
リーン２４２は、その機能から、ディストリビュータやコレクタとも呼称される。
【００１５】
　集配液管２３１の外側における圧力タンク２の内部空間には、イオン交換樹脂ビーズ（
典型的には水軟化に使用される陽イオン交換樹脂ビーズ）からなるイオン交換樹脂床２１
１、及び濾過砂利からなる支持床２１２が収容される。支持床２１２は、圧力タンク２の
底部側に配置される。支持床２１２は、イオン交換樹脂床２１１に対する流体の整流部材
として機能する。イオン交換樹脂床２１１は、支持床２１２の上方に積層される。イオン
交換樹脂床２１１は、原水（例えば、水道水）Ｗ１を導入することにより処理水としての
軟水Ｗ２を製造する処理材として機能する。
【００１６】
［流路制御バルブユニット３］
　流路制御バルブユニット３は、圧力タンク２の上部の開口２１（図１参照）に取り付け
られる。流路制御バルブユニット３は、圧力タンク２、塩水供給ユニット４及び配管ユニ
ット５と接続されて、所要の運転動作に応じて流路を切り換える。



(5) JP 2017-192882 A 2017.10.26

10

20

30

40

50

【００１７】
　図１１に示すように、流路制御バルブユニット３は、バルブハウジング３００と、後述
するメインバルブ３１、ブラインバルブ３５、及びドレンバルブ３６を駆動するための駆
動機構（例えば、モータ、ギア、アーム、カム等から構成される駆動機構：図示省略）と
を備えている。バルブハウジング３００には、圧力タンク２の開口２１に取り付けられる
下部開口３０１と、原水流入ポート３０２と、処理水流出ポートとしての軟水流出ポート
３０３と、再生液流入ポートとしての塩水流入ポート３０４と、ドレンポート３０５とが
形成されている。原水流入ポート３０２及び軟水流出ポート３０３には、配管ユニット５
のコネクタ５７（後述）が取り付けられる。塩水流入ポート３０４には、第１管継手５４
ａ（後述）が接続される。ドレンポート３０５には、第１排水管５５１（後述）の一端が
接続される。駆動機構は、防水カバー３０６により覆われる。
【００１８】
　流路制御バルブユニット３は、図１に示すように、メインバルブ３１と、エゼクタ３３
と、ストレーナ３４と、ブラインバルブ３５と、ドレンバルブ３６とを含んで構成されて
おり、これらの要素は、バルブハウジング３００に組み込まれている。更に、バルブハウ
ジング３００には、原水ラインＬ１２と、軟水ラインＬ２１、Ｌ２２、Ｌ２３、Ｌ２４と
、希釈水ラインＬ３１、Ｌ３２と、塩水ラインＬ４２、Ｌ４３、Ｌ４４と、排水ラインＬ
５１、Ｌ５２とが流体の輸送チャンネルとして形成されている。なお、軟水ラインＬ２１
～Ｌ２４、希釈水ラインＬ３１、Ｌ３２、塩水ラインＬ４４は、原水ラインとしても機能
する。軟水ラインＬ２１は、塩水ラインとしても機能する。
【００１９】
　メインバルブ３１は、バルブハウジング３００に形成された一端部が開口するシリンダ
部３１１と、このシリンダ部３１１の内部に収容されるバルブ本体３１２とを備える。バ
ルブ本体３１２は、シリンダ部３１１の軸線方向に沿って摺動可能に構成される。シリン
ダ部３１１は、その周壁に、軸線方向に沿って所定の間隔を隔てて４つの孔３１１１～３
１１４を備える。バルブ本体３１２は、３つのシール部３１２１～３１２３を備える。３
つのシール部３１２１～３１２３は、軸線方向に沿って所定の間隔を隔てて周壁から外方
へ張り出している。バルブ本体３１２は、その頂部に１つの孔３１２４を備える。
【００２０】
　バルブハウジング３００の下部開口３０１が圧力タンク２の開口２１に取り付けられる
と、流路制御バルブ３１の開口端部は、圧力タンク２の集配液管２３１の上端部に水密に
取り付けられる。原水ラインＬ１２の一端は、バルブハウジング３００の原水流入ポート
３０２に接続される。原水ラインＬ１２の他端は、シリンダ部３１１の第１孔３１１１に
接続される。
【００２１】
　軟水ラインＬ２１の一端は、圧力タンク２の開口２１において集配液管２３１を除く領
域に水密に接続される。軟水ラインＬ２１の他端は、軟水ラインＬ２２の一端と、塩水ラ
インＬ４４の一端との接続点に接続される。軟水ラインＬ２２の他端は、シリンダ部３１
１の第３孔３１１３に接続される。軟水ラインＬ２３の一端は、シリンダ部３１１の第２
孔３１１２に接続される。軟水ラインＬ２３の他端は、軟水ラインＬ２４の一端と、希釈
水ラインＬ３１の一端との接続点に接続される。軟水ラインＬ２４の他端は、軟水流出ポ
ート３０３に接続される。
【００２２】
　希釈水ラインＬ３１の他端は、ストレーナ３４の一側に接続される。ストレーナ３４の
他側には、希釈水ラインＬ３２の一端が接続される。希釈水ラインＬ３２の他端は、エゼ
クタ３３のノズル側に接続される。エゼクタ３３のディフューザ側には、塩水ラインＬ４
４の他端が接続される。エゼクタ３３の吸込み口には、塩水ラインＬ４３の一端が接続さ
れる。塩水ラインＬ４３の他端は、ブラインバルブ３５の一側に接続される。ブラインバ
ルブ３５の他側は、塩水流入ポート３０４と連絡される。
【００２３】
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　排水ラインＬ５１の一端は、シリンダ部３１１の第４孔３１１４に接続される。排水ラ
インＬ５１の他端は、ドレンバルブ３６の一側に接続される。ドレンバルブ３６の他側は
、ドレンポート３０５と連絡される。
【００２４】
　メインバルブ３１は、採水及び再生に関して、原水Ｗ１を圧力タンク２の底部スクリー
ン２４２へ配液しながら、頂部スクリーン２４１で集液することにより原水Ｗ１の上昇流
を生成して、軟水Ｗ２を製造する水処理工程の水（原水Ｗ１、軟水Ｗ２）の流れ、及び、
再生液としての塩水Ｗ３を頂部スクリーン２４１へ配液しながら、底部スクリーン２４２
で集液することにより塩水Ｗ３の下降流を生成して、イオン交換樹脂床２１１を再生させ
る再生工程の塩水Ｗ３の流れを、切り換え可能なバルブである。
【００２５】
（第１の状態）
　図１に示すように、メインバルブ３１において、バルブ本体３１２の第１シール部３１
２１がシリンダ部３１１の第１孔３１１１と第２孔３１１２との間に位置するときに、バ
ルブ本体３１２の第２シール部３１２２は、シリンダ部３１１の第３孔３１１３と第４孔
３１１４との間に位置し、バルブ本体３１２の第３シール部３１２３は、シリンダ部３１
１の第４孔３１１４と開口端部との間に位置する。このとき、シリンダ部３１１の第１孔
３１１１は、シリンダ部３１１の周壁内面とバルブ本体３１２の周壁外面との間の所定の
間隙、シリンダ部３１１の頂部内側の空間、及びバルブ本体３１２の頂部の孔３１２４を
介して、バルブ本体３１２の内側の空間と連通する。即ち、シリンダ部３１１の第１孔３
１１１は、圧力タンク２の集配液管２３１の上端部と連通する。バルブハウジング３１１
の第２孔３１１２と第３孔３１１３とは、シリンダ部３１１の周壁内面とバルブ本体３１
２の周壁外面との間の所定の間隙を介して、互いに連通する。シリンダ部３１１の第４孔
３１１４は、他の孔又はバルブ本体３１２の内側の空間とは連通しない。以下、この位置
関係を流路制御バルブ３１の「第１の状態」という。
【００２６】
　メインバルブ３１には、他に、第２の状態、第３の状態及び第４の状態がある。これら
については、本願と同一出願人による特願２０１６－０１８１２９における第２の状態、
第３の状態及び第４の状態に関する説明をそれぞれ援用することにより、本明細書での詳
細な説明を省略する。
【００２７】
［配管ユニット５］
　図１に示すように、流路制御バルブユニット３には、原水導入部５１０から（後述する
コネクタ５７を介して）原水流入ポート３０２に至る原水ラインＬ１１、及び軟水流出ポ
ート３０３から（コネクタ５７を介して）軟水導出部５２０に至る軟水ラインＬ２５が接
続される。原水ラインＬ１１と軟水ラインＬ２５とは、バイパスラインＬ６１で接続され
る。原水ラインＬ１１は、原水配管５１から構成される。軟水ラインＬ２５は、軟水配管
５２から構成される。バイパスラインＬ６１は、バイパス配管５３から構成される。
【００２８】
　配管ユニット５は、原水配管５１と、処理水配管としての軟水配管５２と、バイパス配
管５３と、第１のバイパス切替弁５１５と、第２のバイパス切替弁５３１と、後述する様
々な弁群と、を含む組立体である。よって、配管ユニット５は、原水導入部５１０、及び
処理水導出部としての軟水導出部５２０を備える。
【００２９】
　図９、図１１に示すように、配管ユニット５は、原水配管５１及び軟水配管５２を流路
制御バルブユニット３に接続するための一体成形されたコネクタ５７を備える。このコネ
クタ５７は、原水配管５１が接続される第１ポート５７１と、第１ポート５７１と連通し
、原水流入ポート３０２と接続される第２ポート５７２と、軟水流出ポート３０３と接続
される第３ポート５７３と、第３ポート５７３と連通し、軟水配管５２が接続される第４
ポート５７４と、を備える。第１ポート５７１と第２ポート５７２との中間位置には、原
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水流路としての中間ポート５７５が設けられる。中間ポート５７５には、後述する圧力逃
し弁５１８が接続される。即ち、圧力逃し弁５１８は、原水配管５１に代えて、第１ポー
ト５７１と第２ポート５７２とを連通する中間ポート５７５に接続される。
【００３０】
　図１及び図９に示すように、原水ラインＬ１１（原水配管５１）には、原水導入部５１
０に近い側から順に、原水ストレーナ５１１、フィルタ５１３を有する真空逃し弁５１２
、逆止め弁５１４、第１のバイパス切替弁５１５、減圧弁５１６、フロースイッチ５１７
、圧力逃し弁５１８が設けられる。原水ストレーナ５１１は、原水Ｗ１に含まれる微細粒
子の流通を阻止する。真空逃し弁５１２は、系内での負圧発生時に開弁して大気を吸入す
る。逆止め弁５１４は、原水Ｗ１の流れを一方向に規制して原水Ｗ１の逆流を防止する。
【００３１】
　第１のバイパス切替弁５１５は、第２のバイパス切替弁５３１と協働して、原水ライン
Ｌ１１と後述するバイパスラインＬ６１との間で入口流路を切替える。減圧弁５１６は、
原水Ｗ１を所定の水圧まで減圧する。フロースイッチ５１７は、所定流量の原水Ｗ１が流
通したことを検知すると、検出信号を後述する制御ボックス７３の電子機器７３１に出力
する。圧力逃し弁５１８は、原水Ｗ１の水圧や硬水軟化装置１の二次側からの背圧が所定
値以上になった場合に、過剰な圧力を系外に逃がすことにより、圧力タンク２や流路制御
バルブユニット３を保護する。
【００３２】
　軟水ラインＬ２５（軟水配管５２）には、流路制御バルブユニット３に近い側から順に
、逆止め弁５２１、処理水ストレーナとしての軟水ストレーナ５２２、切替弁５２３が設
けられる。逆止め弁５２１は、軟水Ｗ２の流れを一方向に規制して軟水Ｗ２の逆流を防止
する。軟水ストレーナ５２２は、軟水Ｗ２に混入した異物（イオン交換樹脂の細粒や破砕
片）を捕捉可能であり、検水コック５２２１を開けることによりその異物を、ストレーナ
排出管５２２２（ストレーナ排出ラインＬ６２）を介して系外に排出する。
【００３３】
　原水ラインＬ１１（原水配管５１）の逆止め弁５１４と第１のバイパス切替弁５１５と
の接続点と、軟水ラインＬ２５（軟水配管５２）の切替弁５２３の下流側との間には、バ
イパスラインＬ６１が接続される。バイパスラインＬ６１は、原水配管５１と軟水配管５
２とを接続するバイパス配管５３を構成する。原水配管５１からのバイパス配管５３の分
岐部は、逆止め弁５１４と減圧弁５１６との間に配置される。バイパスラインＬ６１（バ
イパス配管５３）には、原水ラインＬ１１に近い側から順に、第２のバイパス切替弁５３
１、逆止め弁５３２が設けられる。
【００３４】
　第２のバイパス切替弁５３１は、第１のバイパス切替弁５１５と協働して入口流路を切
替えると共に、切替弁５２３と協働して出口流路を切替える。具体的には、第１のバイパ
ス切替弁５１５を開放し、且つ第２のバイパス切替弁５３１を閉止すると、原水Ｗ１は、
バイパス配管５３には流入せずに、流路制御バルブユニット３に流入する。反対に、第１
のバイパス切替弁５１５を閉止し、且つ第２のバイパス切替弁５３１を開放すると、原水
Ｗ１は、流路制御バルブユニット３には流入せずに、バイパス配管５３に流入する。
【００３５】
　例えば、イオン交換樹脂床２１１の交換や流路制御バルブユニット３の修理を行う際に
は、流路制御バルブユニット３及び圧力タンク２への水の流れを止める一方で、硬水軟化
装置１を設置した家屋の室内への給水は継続する必要がある。そのため、この場合には、
第２のバイパス切替弁５３１を開放し、且つ第１のバイパス切替弁５１５及び切替弁５２
３を閉止した状態で、メンテナンスを行う。
【００３６】
　図３に示すように、原水配管５１、軟水配管５２及びバイパス配管５３を含む配管ユニ
ット５の組立体は、圧力タンク２の上方及び側方に亘って配置される。圧力タンク２の外
周は平面視で略円形であり、配管ユニット５は、圧力タンク２の円形の外周に沿って配置
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される。
【００３７】
［塩水供給ユニット４］
　塩水供給ユニット４は、主として、図４～図７に示されるように、圧力タンク２内のイ
オン交換樹脂床２１１に対して、原料薬剤としての塩Ｓから生成した塩水Ｗ３を供給する
。塩水供給ユニット４は、再生液タンクとしての塩水タンク４１と、再生液プレートとし
ての塩水プレート４２と、再生液流通管としての塩水バルブパイプ４３と、再生液バルブ
としての塩水バルブ４４と、を備えて構成される。塩水タンク４１は、塩Ｓを収容可能な
原料収容部４１１と、塩Ｓと補給水とから生成される塩水Ｗ３を貯留可能な再生液貯留部
としての塩水貯留部４１２とを有する。塩水プレート４２は、塩水タンク４１の内部に配
置され、塩Ｓが載置される載置面４２１を有する。塩水バルブパイプ４３には、塩水タン
ク４１から導出される塩水Ｗ３又は塩水タンク４１に導入される補給水が流通する。塩水
バルブ４４は、塩水バルブパイプ４３と接続され、補給水の流れ及び塩水Ｗ３の流れを制
御すると共に、塩水タンク４１内の水位が予め設定された規定水位ＷＬ（図７参照）に達
した場合に補給水の流れを遮断する機能を有する。塩水バルブ４４、塩水バルブパイプ４
３、及び後述する上方覆い部としての閉塞部材４２２４は、塩水バルブ組立体（再生液バ
ルブ組立体）４５として一体に組み立てられる。
【００３８】
　塩水タンク４１は、上部タンク４１Ａと、下部タンク４１Ｂとに分割される。上部タン
ク４１Ａ及び下部タンク４１Ｂを上下方向に連結することにより、塩水タンク４１は、一
体に構成される。下部タンク４１Ｂは、概して角筒状の筒状体である。下部タンク４１Ｂ
の底部は、塩水バルブ４４が設置される領域に対応する第１底部４１Ｂ１と、第１底部４
１Ｂ１よりも高い位置に設定され、塩水Ｗ３の供給停止位置ＢＬ（図７参照）に対応する
第２底部４１Ｂ２とで構成される。第１底部４１Ｂ１は、下部タンク４１Ｂの１つのコー
ナー部の近傍に配置される。第１底部４１Ｂ１は、塩水タンク４１が硬水軟化装置１の所
定位置に設置されるときに、硬水軟化装置１の前面側に位置する。
【００３９】
　下部タンク４１Ｂには、下部タンク４１Ｂの第２底部４１Ｂ２から所定の高さに段部４
１Ｂ３が設けられる。段部４１Ｂ３は、これよりも上方における下部タンク４１Ｂの横断
面の大きさに比べて、これよりも下方における下部タンク４１Ｂの横断面の大きさが小さ
くなった段部である。下部タンク４１Ｂの内部において、この段部４１Ｂ３の上に、塩水
プレート４２が配置される。塩水プレート４２には、塩Ｓが載置される。下部タンク４１
Ｂにおいて、塩水プレート４２の載置面４２１を境界として、載置面４２１よりも下方は
、塩水貯留部４１２として機能する。一方、境界よりも上方は、原料収容部４１１として
機能する。
【００４０】
　上部タンク４１Ａは、専ら原料収容部４１１として機能する。これは、塩水タンク４１
が有する原料収容部４１１及び塩水貯留部４１２のうち、上部タンク４１Ａは、原料収容
部４１１としての機能のみを果たし、塩水貯留部４１２としての機能は果たさない、とい
う意味である。原料収容部４１１と塩水貯留部４１２との境界は、塩水プレート４２の載
置面４２１によって決められる。塩水プレート４２は、下部タンク４１Ｂの内部に配置さ
れる。そのため、下部タンク４１Ｂは、塩水貯留部４１２としての機能を果たすだけでな
く、原料収容部４１１としての機能も一部果たす。従って、上部タンク４１Ａは、専ら原
料収容部４１１として機能することになる。
【００４１】
　図６に示すように、塩水タンク４１には、原料収容部４１１と連通する開口４１３３を
介して内部の過剰な塩水Ｗ３を外部に排出するオーバーフロー部４１３が設けられる。オ
ーバーフロー部４１３は、下部タンク４１Ｂの内部に配置される。具体的には、下部タン
ク４１Ｂの第１底部４１Ｂ１が形成されているコーナー部とは異なるコーナー部には、段
部４１Ｂ３から所定の高さにオーバーフロー部４１３が設けられる。即ち、オーバーフロ
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ー部４１３が設けられる下部タンク４１Ｂのコーナー部には、第２底部４１Ｂ２からオー
バーフロー高さまで下部タンク４１Ｂの横方向内側に凹んだ凹部４１３１を備える。凹部
４１３１の上面は、開口４１３３を有するオーバーフロー面４１３２を構成する。オーバ
ーフロー面４１３２には、開口４１３３から下向きに延びる筒状の排水筒４１３４が設け
られる。排水筒４１３４の底部開口４１３５には、第２排水管５５２の一端が接続される
。第２排水管５５２の他端は、共用排水管５５４に接続される。
【００４２】
　塩水プレート４２は、載置面４２１よりも隆起し、塩水バルブ４４における載置面４２
１よりも上方に位置する部分を覆う再生液バルブ用隆起部としての塩水バルブ用隆起部４
２２と、載置面４２１よりも隆起し、オーバーフロー部４１３の開口４１３３を覆うオー
バーフロー部用隆起部４２３と、を備える。即ち、塩水バルブ用隆起部４２２は、塩水プ
レート４２に連結され且つ塩水バルブ４４における載置面４２１よりも上方に位置する部
分を側方から覆う側方覆い部４２２１と、塩水バルブ４４における載置面４２１よりも上
方に位置する部分を上方から覆う上方覆い部４２２２及び４２２４とで構成される。側方
覆い部４２２１（及びこれと一体の上方覆い部４２２２）と、上方覆い部４２２４とは、
分離自在に構成される。
【００４３】
　具体的には、塩水バルブ用隆起部４２２は、下部タンク４１Ｂの第１底部４１Ｂ１に設
置した塩水バルブ４４を実質的に収容する所定の高さまで載置面４２１よりも隆起する。
塩水バルブ用隆起部４２２は、側方覆い部としての隔壁４２２１と、上方覆い部としての
隔板４２２２及び閉塞部材４２２４とで構成される。即ち、隔壁４２２１は、下部タンク
４１Ｂの第１底部４１Ｂ１が配置されるコーナー部の近傍において、第１底部４１Ｂ１に
設置した塩水バルブ４４をこのコーナー部の近傍領域内に隔離するように、このコーナー
部を構成する下部タンク４１Ｂの第１の側壁４１Ｂ４から隣接する第２の側壁４１Ｂ５ま
でを所要の高さで覆う。隔板４２２２は、隔壁４２２１の上縁に連なり、下部タンク４１
Ｂの第１の側壁４１Ｂ４及び第２の側壁４１Ｂ５に対して実質的に接する領域を覆う。隔
板４２２２には、下部タンク４１Ｂの第１底部４１Ｂ１の真上位置に、例えば円形の開口
４２２３が設けられる。上方覆い部としての閉塞部材４２２４は、隔板４２２２の開口４
２２３を、上部タンク４１Ａの開口４１Ａ３とともに一体的に閉塞する。
【００４４】
　オーバーフロー部用隆起部４２３は、塩水プレート４２の載置面４２１よりも隆起し、
オーバーフロー部４１３のオーバーフロー面４１３２及び開口４１３３を覆う。具体的に
は、オーバーフロー部用隆起部４２３は、塩水バルブ用隆起部４２２と実質的に同程度の
高さまで載置面４２１よりも隆起する。オーバーフロー部用隆起部４２３は、側方覆い部
としての隔壁４２３１と、上方覆い部としての隔板４２３２とで構成される。具体的には
、隔壁４２３１は、下部タンク４１Ｂのオーバーフロー部４１３が設けられたコーナー部
を隔離するように、このコーナー部を構成する第２の側壁４１Ｂ５から隣接する第３の側
壁４１Ｂ６までを所要の高さで覆う。隔板４２３２は、隔壁４２３１の上縁に連なり、下
部タンク４１Ｂの第２の側壁４１Ｂ５及び第３の側壁４１Ｂ６に対して実質的に接する領
域を覆う。
【００４５】
　図６、図７に示すように、塩水バルブ用隆起部４２２の側端縁と、塩水タンク４１の内
壁（第１の側壁４１Ｂ４及び第２の側壁４１Ｂ５）との間には、間隙４２２５が設けられ
る。この間隙４２２５は、塩Ｓが補給水に溶解する際に生じる塩水貯留部４１２の濃度差
に起因する対流の流路として機能する。オーバーフロー部用隆起部４２３の側端縁と、塩
水タンク４１の内壁（第２の側壁４１Ｂ５及び第３の側壁４１Ｂ６）との間には、間隙４
２３３が設けられる。この間隙４２３３は、塩水貯留部４１２の適正液量を超えて原料収
容部４１１の規定位置まで増えた塩水をオーバーフロー部４１３のオーバーフロー面４１
３２から排出する流路として機能する。その一方で、この間隙４２３３は、塩Ｓが補給水
に溶解する際に生じる塩水貯留部４１２の濃度差に起因する対流の流路としても機能する



(10) JP 2017-192882 A 2017.10.26

10

20

30

40

50

。
【００４６】
　上部タンク４１Ａは、塩水バルブ用隆起部４２２の上方に、原料収容部４１１とはタン
ク壁４１Ａ５を介して区画され、少なくとも上方に開放する開放空間４１Ａ１を有する。
この開放空間４１Ａ１には、塩水バルブパイプ４３が配置される。具体的には、上部タン
ク４１Ａは、下部タンク４１Ｂの筒状体に対応する筒状体とは一部異なる。即ち、下部タ
ンク４１Ｂの第１底部４１Ｂ１の真上に位置する上部タンク４１Ａの部分は、上部タンク
４１Ａの高さを通じて上部タンク４１Ａの横方向及び下方向の内側に凹んだ開放空間とし
ての凹部４１Ａ１を備える。凹部４１Ａ１の最下部には、上部タンク４１Ａの他の部分と
一体に連なる底板４１Ａ２が設けられる。底板４１Ａ２には、下部タンク４１Ｂの第１底
部４１Ｂ１の真上位置に、例えば円形の開口４１Ａ３が設けられる。上部タンク４１Ａの
上面には、原料薬剤（塩）を導入するための原料導入口４１Ａ４が設けられる。
【００４７】
　塩水バルブパイプ４３は、塩水タンク４１から導出される塩水Ｗ３又は塩水タンク４１
に導入される補給水が流通する。具体的には、塩水バルブパイプ４３は、例えば再生工程
において、貯留する塩水Ｗ３を圧力タンク２に供給するための塩水ラインＬ４１の一部を
構成する。塩水Ｗ３は、陽イオン交換樹脂ビーズを用いる硬水軟化装置１においては、塩
化ナトリウム、塩化カリウムの各水溶液等を利用することができる。
【００４８】
　図７に示すように、塩水タンク４１の内部は、塩水プレート４２により、原料収容部４
１１と、塩水貯留部４１２とに区画される。原料収容部４１１は、再生液の原料としての
塩Ｓ（例えば、塩化ナトリウムや塩化カリウム）を収容可能な領域である。塩水貯留部４
１２は、原料収容部４１１に収容された塩Ｓと外部から導入される補給水とから生成され
る塩水Ｗ３を貯留可能な領域である。
【００４９】
　塩水プレート４２には、原料収容部４１１に収容される塩Ｓが載置される。塩水プレー
ト４２に載置された塩Ｓの一部は、塩水プレート４２を通じて塩水貯留部４１２に溶け出
し、補給水と混じり合うことにより塩水Ｗ３となる。塩水バルブ４４の下部は、塩水タン
ク４１の第１底部４１Ｂ１に設置される。第１底部４１Ｂ１の横断面積は、例えば、塩水
バルブ４４の下部の面積の１．２倍以下であることが好ましい。第２底部４１Ｂ２の高さ
は、例えば、塩水の供給停止位置ＢＬよりも２～５ｃｍ低いことが好ましい。
【００５０】
　塩水バルブ４４は、流路制御バルブユニット３からの補給水の流れ及び流路制御バルブ
ユニット３への塩水Ｗ３の流れを制御すると共に、塩水タンク４１内の水位が予め設定さ
れた規定水位ＷＬに達した場合に補給水の流れを遮断する機能を有する。塩水バルブ４４
は、水位検出用フロート４４０１と、フロートロッド４４０４と、塩水バルブパイプ４３
と、エアチェックハウジング部４４２０と、を備える。水位検出用フロート４４０１は、
塩水タンク４１の内部に貯留された塩水Ｗ３の水位を検出する。水位検出用フロート４４
０１は、垂直断面において逆凹形となる円筒状に形成される。水位検出用フロート４４０
１は、補給水よりも比重の小さい材料により構成される。そのため、水位検出用フロート
４４０１は、補給水及び塩水Ｗ３に対して浮力を有する。フロートロッド４４０４は、水
位検出用フロート４４０１に連動して上下に移動する棒状の部材である。フロートロッド
４４０４の上端は、水位検出用フロート４４０１に連結される。フロートロッド４４０４
の下端は、弁体としての補水ストッパ（図示せず）に連結される。
【００５１】
　塩水バルブパイプ４３は、塩水タンク４１から外部に供給される塩水Ｗ３、及び外部か
ら塩水タンク４１に供給される補給水が流通する筒状の部材である。塩水バルブパイプ４
３の下方の端部は、下部エアチェックハウジング（図示せず）に接続される。エアチェッ
クハウジング部４４２０は、塩水バルブフィルタ４４２１と、上部エアチェックハウジン
グと、補水ストッパと、ボールホルダと、フロートボールと、下部エアチェックハウジン
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グと、金属ボールと、プラグと、を備える。エアチェックハウジング部４４２０の詳細を
含む塩水バルブ４４の構成及び作用については、本願と同一出願人による特開２０１５－
１７４０７４号公報を援用することにより、本明細書での詳細な説明を省略する。
【００５２】
　図４、図５に示すように、塩水バルブ組立体４５は、塩水バルブ４４と、塩水バルブパ
イプ４３と、塩水プレート４２の塩水バルブ用隆起部４２２の閉塞部材４２２４とが一体
に構成される。塩水バルブパイプ４３の先端には、塩水配管５４の第３接続用端部５４３
が接続される。塩水バルブパイプ４３を上方に引き上げると、閉塞部材４２２４及び塩水
バルブ４４は、共に引き上げられる。塩水タンク４１の原料導入口４１Ａ４の閉鎖につい
ては、後述する。
【００５３】
［塩水配管］
　流路制御バルブユニット３には、イオン交換樹脂床２１１の再生時に塩水を導入するた
めの塩水配管が接続される。図１に示すように、流路制御バルブユニット３の塩水流入ポ
ート３０４には、塩水ラインＬ４２の一端が接続される。塩水ラインＬ４２の他端は、塩
水流量計５４５の一側に接続される。塩水流量計５４５の他側には、塩水ラインＬ４１の
一端が接続される。塩水ラインＬ４１の他端は、塩水供給ユニット４の塩水バルブパイプ
４３に接続される。具体的には、塩水ラインＬ４２の他端は、図１１に示すように、第１
管継手５４ａの第１接続用端部５４１を構成する。第１管継手５４ａの第１接続用端部５
４１には、塩水流量計５４５の一側が接続される。塩水流量計５４５の他側には、第２管
継手５４ｂの第２接続用端部５４２が接続される。
【００５４】
　一方、図３、図４に示すように、塩水供給ユニット４の塩水バルブパイプ４３の先端に
は、第３管継手５４ｃの第３接続用端部５４３が接続される。第２管継手５４ｂの第２接
続用端部５４２と、第３管継手５４ｃの第３接続用端部５４３とは、フレキシブルチュー
ブ（図示省略）で接続される。即ち、塩水ラインＬ４１は、このフレキシブルチューブと
各管継手５４ａ～５４ｃからなる塩水配管から構成される。流路制御バルブユニット３の
塩水流入ポート３０４と、塩水バルブパイプ４３の先端とは、この塩水配管によって接続
される。
【００５５】
［排水配管］
　流路制御バルブユニット３、塩水供給ユニット４、及び配管ユニット５には、各種排水
を導出するための排水配管が接続される。図１に示すように、流路制御バルブユニット３
のドレンポート３０５には、排水ラインＬ５２の一端が接続される。排水ラインＬ５２は
、第１排水管５５１から構成される。第１排水管５５１には、イオン交換樹脂床２１１の
再生時に排出される再生排水が流通する。塩水供給ユニット４のオーバーフロー部４１３
には、排水ラインＬ５３の一端が接続される。排水ラインＬ５３は、第２排水管５５２か
ら構成される。第２排水管５５２には、塩水タンク４１からのオーバーフロー排水が流通
する。配管ユニット５の圧力逃し弁５１８には、排水ラインＬ５４の一端が接続される。
排水ラインＬ５４は、第３排水管５５３から構成される。第３排水管５５３には、圧力逃
し弁５１８の作動時に排出される原水排水が流通する。第１排水管５５１の他側、第２排
水管５５２の他側、及び第３排水管５５３の他側は、いずれも共用排水管５５４に接続さ
れる。
【００５６】
　共用排水管５５４は、複数種の排水を単一の流路で、単一の排水部としての排水継手５
５０に導く。共用排水管５５４と第１排水管５５１との接続部及び共用排水管５５４と第
２排水管５５２との接続部よりも下流側の共用排水管５５４には、水封式のトラップ５５
４１が設けられる。トラップ５５４１は、共用排水管５５４への再生排水の流通によって
封水を保持するように構成される。
【００５７】
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［装置内部のレイアウト］
　次に、圧力タンク２と、流路制御バルブユニット３と、塩水供給ユニット４と、配管ユ
ニット５との配置関係について説明する。図３に示すように、圧力タンク２は、硬水軟化
装置１の左右方向中央に配置される。流路制御バルブユニット３は、圧力タンク２の上方
に配置される。塩水供給ユニット４は、圧力タンク２の一側（左側）に配置される。配管
ユニット５は、圧力タンク２の他側（右側）に配置される。圧力タンク２及び流路制御バ
ルブユニット３が占める高さは、塩水タンク４１が占める高さよりも低く設定される。
【００５８】
　筐体６は、圧力タンク２、流路制御バルブユニット３、塩水供給ユニット４、及び配管
ユニット５を収容する。筐体６は、圧力タンク２及び塩水供給ユニット４を支持する基台
６１と、圧力タンク２、流路制御バルブユニット３、塩水供給ユニット４、及び配管ユニ
ット５の側方を取り囲む第１側板６２及び第２側板６３と、圧力タンク２、流路制御バル
ブユニット３、塩水供給ユニット４、及び配管ユニット５の上方を覆う外蓋部材６４と、
を備える。筐体６は、全体視で直方体状である。なお、筐体６が直方体状ではなく、筐体
６の側板の外面は、丸みを帯びていてもよい。
　流路制御バルブユニット３は、圧力タンク２に取り付けられて、圧力タンク２によって
支持される。配管ユニット５は、流路制御バルブユニット３に取り付けられて、流路制御
バルブユニット３によって支持される。
【００５９】
　図２、図３に示すように、基台６１は、平面視で矩形の形状を有する。基台６１は、平
面視で両長辺及び両短辺の全周面にアンカー取付部６１３を備える。基台６１は、樹脂材
料からなる。アンカー取付部６１３は、基台６１と同じ樹脂材料からなり、基台６１と一
体成形される。アンカー取付部６１３には、アンカー金具６１４が取り付けられる。例え
ば、アンカーボルト（図示せず）を用いてアンカー金具６１４を固定することによって、
硬水軟化装置１は、設置場所に強固に設置される。なお、全てのアンカー取付部６１３を
用いる必要は無く、設置場所や必要な設置強度などに応じて、一部のアンカー取付部６１
３のみ用いてもよい。
【００６０】
　図２に示すように、第１側板６２及び第２側板６３は、下縁部で基台６１に固定される
。第１側板６２は、硬水軟化装置１の背面及び左右両側面を覆い、第２側板６３は、硬水
軟化装置１の前面を覆う。第１側板６２の右側面には、配管ユニット５の原水導入部５１
０及び軟水導出部５２０、排水継手５５０が設けられる。図１０に示すように、第１側板
６２の右側面の上部には、操作具配置部としての操作具ボックス６２１が設けられる。操
作具ボックス６２１の内部には、第１のバイパス切替弁５１５を切り替える際に手動で操
作される第１のバイパス切替弁操作具５１５１と、第２のバイパス切替弁５３１を切り替
える際に手動で操作される第２のバイパス切替弁操作具５３１１と、原水ストレーナ５１
１を洗浄する際に手動で操作される原水ストレーナ操作具としての原水ストレーナ蓋５１
１１と、処理水ストレーナ５２２を洗浄する際に手動で操作される処理水ストレーナ操作
具としての検水コック５２２１と、が集合して配置（格納）される。
　検水コック５２２１は、ストレーナ排出管５２２２（ストレーナ排出ラインＬ６２）に
設けられる。なお、操作具の形態は制限されず、ハンドル、レバー、ツマミ（摘み）、ノ
ブが例示される。
【００６１】
　操作具ボックス６２１の右下手前には、水抜き口６２１１が設けられる。水抜き口６２
１１は、例えば検水コック５２２１のストレーナ排出管５２２２から漏れる漏水を、操作
具ボックス６２１の内部から排出するためのものである。操作具ボックス６２１は、操作
具ボックス６２１を覆って蓋をする蓋板部材６２２を備える。蓋板部材６２２の右下には
、水抜き口６２１１の上方を覆うように手前に膨出した膨出部６２２１が設けられる。蓋
板部材６２２は、その上縁部を操作具ボックス６２１の係止部に下から差し込んだ状態で
、下縁部の中央孔に挿通した化粧ネジ６２２２を操作具ボックス６２１のボス穴６２１２
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にネジ留めすることにより、操作具ボックス６２１に取り付けられる。蓋板部材６２２は
、操作具ボックス６２１に取り付けられたときに、第１側板６２の右側面と略面一になる
。図３、図９に示すように、配管ユニット５の組立体は、筐体６に対して操作具ボックス
６２１が設けられた面の近傍に配置される。
【００６２】
　第１側板６２及び第２側板６３の上縁部には、中間パネル７が載置される。中間パネル
７は、中間パネル部材７１と、内蓋部材７２と、制御ボックス７３とを備える。中間パネ
ル部材７１は、第１側板６２の両側面の上縁部に固定される。外蓋部材６４は、背面側に
枢支軸を設けて中間パネル部材７１に対して開閉自在に取り付けられる。外蓋部材６４の
前面側の中央には、シリンダ錠６４１が固定される。中間パネル部材７１の前面側の中央
には、シリンダ錠６４１を受け入れて保持するための保持部６４２が固定される。外蓋部
材６４を閉じてシリンダ錠６４１をロックしておくことにより、無断で外蓋部材６４が開
けられて予期せぬ事故が起こりかねない事態を未然に防止することができる。
【００６３】
　図２、図３、図８に示すように、中間パネル部材７１は、外蓋部材６４の下方において
、圧力タンク２、流路制御バルブユニット３、塩水供給ユニット４、及び配管ユニット５
の上方を覆って配置される。中間パネル部材７１は、塩水タンク４１の上方位置に原料投
入口７１１、７１２を備える。具体的には、第１原料投入口７１１は、中間パネル部材７
１の上面から上向きに突出するフランジで囲まれた領域である。第２原料投入口７１２は
、第１原料投入口７１１の僅かに下方において、中間パネル部材７１の下面から下向きに
突出するフランジで囲まれた領域である。第２原料投入口７１２は、塩水タンク４１の原
料導入口４１Ａ４と相似形で僅かに小さい形状である。第１原料投入口７１１及び第２原
料投入口７１２は、上下方向に互いに連通する。
【００６４】
　下向きフランジ状の第２原料投入口７１２の外周には、パッキン部材７１２１が装着さ
れる。パッキン部材７１２１の内周は、第２原料投入口７１２の下向きフランジの外周全
体に密着する形状及び大きさを有する。パッキン部材７１２１の外周は、塩水タンク４１
の原料導入口４１Ａ４の内周全体に密着する形状及び大きさを有する。そのため、中間パ
ネル部材７１のパッキン部材７１２１が装着された第２原料投入口７１２を塩水タンク４
１の原料導入口４１Ａ４に対して上方から押し込むと、原料導入口４１Ａ４の内側に第２
原料投入口７１２が一体に接続される。第１原料投入口７１１の上向きフランジに内蓋部
材７２を被せることによって、第１原料投入口７１１は閉鎖され、従って、第２原料投入
口７１２も閉鎖される。
【００６５】
　中間パネル部材７１は、硬性樹脂材料からなり、具体的には、アクリロニトリルスチレ
ンアクリレート（略称：ＡＳＡ）からなる。内蓋部材７２は、軟性樹脂材料からなり、具
体的には、低密度ポリエチレン（略称：ＬＤＰＥ）からなる。中間パネル部材７１及び内
蓋部材７２は、シール性を向上させるための別部材及び／又はコーティングを備えていな
い。尚、上部タンク４１Ａは、ポリプロピレン（略称：ＰＰ）からなる。
【００６６】
　制御ボックス７３は、塩水タンク４１の上方から外れた位置において、中間パネル部材
７１の下側に固定される。制御ボックス７３には、硬水軟化装置１の制御に用いる電子機
器７３１が格納される。電子機器７３１は、商用交流電力を直流電力に変換するスイッチ
ング電源７３１１と、スイッチング電源７３１１で変換された直流電力で駆動され、流路
制御バルブユニット３の動作を制御するためのマイコン７３１２とを備える。マイコン７
３１２の駆動電圧は、５～２４Ｖの範囲である。マイコン７３１２は、少なくともＣＰＵ
（図示せず）、メモリ（図示せず）、表示機器７３１３及び操作ボタン７３１４が実装さ
れたワンボードマイコンとして構成される。中間パネル部材７１には、制御ボックス７３
の固定状態において表示機器７３１３及び操作ボタン７３１４の位置に対応するように、
表示機器７３１３を視認可能で、且つ操作ボタン７３１４を押下可能な表示操作領域７３
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２が設けられる。
【００６７】
［硬水軟化装置１の運転動作］
　次に、本実施形態における硬水軟化装置１の運転動作について説明する。硬水軟化装置
１は、運転モードとして水処理モードと、再生モードと、洗浄モードと、補水モードと、
待機モードと、を有する。
【００６８】
　水処理モードは、圧力タンク２に原水Ｗ１を導入することにより処理水（軟水Ｗ２）を
製造するモードである。水処理モードにおいて、マイコン７３１２は、水処理工程を実行
する。
【００６９】
　再生モードは、圧力タンク２に再生液としての塩水Ｗ３を導入することによりイオン交
換樹脂床２１１を再生するモードである。再生モードにおいて、マイコン７３１２は、再
生工程、押出工程及びエア抜き工程を順に実行する。
【００７０】
　洗浄モードは、圧力タンク２に洗浄液としての原水Ｗ１を導入することにより、圧力タ
ンク２内に上昇流を生成し、イオン交換樹脂床２１１を洗浄するモードである。水処理モ
ードにおいて、マイコン７３１２は、洗浄工程を実行する。
【００７１】
　補水モードは、原水Ｗ１を塩水タンク４へ補給するモードである。補水モードにおいて
、マイコン７３１２は、補水工程を実行する。
　待機モードは、圧力タンク２内における液体の制御を行わない（圧力タンク２に流体を
導入しない）モードである。待機モードにおいて、マイコン７３１２は、待機工程を実行
する。
【００７２】
　マイコン７３１２は、所定の移行条件（イベント）に基づいて、各運転モードを切り換
えるように流路制御バルブユニット３を制御する。各運転モードの切換えの詳細について
は、本願と同一出願人による特願２０１６－０１８１２９における図１０及びこれに関連
する説明を援用することにより、本明細書での詳細な説明を省略する。
【００７３】
　以下、上述した運転モードで実行される工程を説明する。流路制御バルブユニット３は
、マイコン７３１２からの指示に従ってメインバルブ３１の状態並びにブラインバルブ３
５及びドレンバルブ３６の開閉状態を切り換え、運転モード毎に規定された工程を実行す
る。まず、水処理工程について説明し、他の工程については、水処理工程との相違点のみ
説明する。
　なお、以下の各工程において、ユーザーやメンテナンス員が操作しない限り、第１のバ
イパス切替弁５１５は開位置にあり、第２のバイパス切替弁５３１は閉位置にあり、検水
コック５２２１は閉位置にある。
【００７４】
［水処理工程］
　図１に示すように、水処理工程では、流路制御バルブユニット３において、メインバル
ブ３１は第１の状態にあり、ブラインバルブ３５及びドレンバルブ３６はいずれも閉位置
にある。そのため、原水導入部５１０から硬水軟化装置１に導入される原水Ｗ１は、原水
ラインＬ１１、原水ラインＬ１２、流路制御バルブ３１の第１孔３１１１及び孔３１２４
を順次流れて、圧力タンク２の集配液管２３１に供給され、底部スクリーン２４２から配
水される。底部スクリーン２４２から配水された原水Ｗ１は、イオン交換樹脂床２１１を
上昇流で通過する。原水Ｗ１が圧力タンク２の内部を上昇流で通過する過程において、原
水Ｗ１の硬度成分は、ナトリウムイオン（又は、カリウムイオン）へ置換され、原水Ｗ１
は軟水化される。イオン交換樹脂床２１１を通過した処理水（軟水Ｗ２）は、圧力タンク
２の頂部で頂部スクリーン２４１へ集水される。その後、軟水Ｗ２は、軟水ラインＬ２１
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、軟水ラインＬ２２、流路制御バルブ３１の第３孔３１１３及び第２孔３１１２、軟水ラ
インＬ２３、軟水ラインＬ２４、軟水ラインＬ２５を順次流れて、軟水導出部５２０から
硬水軟化装置１の外部へ導出されて、軟水Ｗ２の需要箇所へ供給される。
【００７５】
［再生工程］
　再生工程では、流路制御バルブユニット３において、メインバルブ３１は第２の状態に
あり、ブラインバルブ３５及びドレンバルブ３６はいずれも開位置にある。再生工程の詳
細については、本願と同一出願人による特願２０１６－０１８１２９における第１実施形
態に係る再生プロセスに関する説明を援用することにより、本明細書での詳細な説明を省
略する。
【００７６】
［押出工程］
　押出工程では、流路制御バルブユニット３において、メインバルブ３１は第２の状態に
あり、ブラインバルブ３５は閉位置にあり、ドレンバルブ３６は開位置にある。押出工程
の詳細については、本願と同一出願人による特願２０１６－０１８１２９における第１実
施形態に係る押出プロセスに関する説明を援用することにより、本明細書での詳細な説明
を省略する。
【００７７】
［エア抜き工程］
　エア抜き工程では、流路制御バルブユニット３において、メインバルブ３１は第３の状
態にあり、ブラインバルブ３５は閉位置にあり、ドレンバルブ３６は開位置にある。エア
抜き工程の詳細については、本願と同一出願人による特願２０１６－０１８１２９におけ
る第１実施形態に係る上昇プロセスに関する説明を援用することにより、本明細書での詳
細な説明を省略する。
【００７８】
［洗浄工程］
　洗浄工程では、流路制御バルブユニット３において、メインバルブ３１は第４の状態に
あり、ブラインバルブ３５は閉位置にあり、ドレンバルブ３６は開位置にある。洗浄工程
の詳細については、本願と同一出願人による特願２０１６－０１８１２９における第１実
施形態に係る下降プロセスに関する説明を援用することにより、本明細書での詳細な説明
を省略する。
【００７９】
［補水工程］
　補水工程では、流路制御バルブユニット３において、メインバルブ３１は第１の状態に
あり、ブラインバルブ３５は開位置にあり、ドレンバルブ３６は閉位置にある。補水工程
の詳細については、本願と同一出願人による特願２０１６－０１８１２９における第１実
施形態に係る補水プロセスに関する説明を援用することにより、本明細書での詳細な説明
を省略する。
【００８０】
［待機工程］
　待機工程では、流路制御バルブユニット３において、メインバルブ３１は第２の状態に
あり、ブラインバルブ３５及びドレンバルブ３６はいずれも閉位置にある。待機工程の詳
細については、本願と同一出願人による特願２０１６－０１８１２９における第１実施形
態に係る待機プロセスに関する説明を援用することにより、本明細書での詳細な説明を省
略する。
【００８１】
［手動バイパスの操作］
　硬水軟化装置１の給水を手動によりバイパスさせる場合、ユーザーやメンテナンス員は
、次のように操作する。すなわち、硬水軟化装置１が水処理モード（流路制御バルブユニ
ット３が水処理工程の状態）の実行中において、操作具ボックス６２１を開いて第１のバ



(16) JP 2017-192882 A 2017.10.26

10

20

30

40

50

イパス切替弁５１５を閉位置とし、第２のバイパス切替弁５３１を開位置とする。
【００８２】
　この操作により、原水導入部５１０から硬水軟化装置１に導入される原水Ｗ１は、原水
ラインＬ１１の原水ストレーナ５１１、真空逃し弁５１２、逆止め弁５１４を順次流れ、
続いて、バイパスラインＬ６１の第２のバイパス切替弁５３１、逆止め弁５３２を順次流
れ、続いて、軟水ラインＬ２５の切替弁５２３の下流側を順次流れて、軟水Ｗ２の需要箇
所へ供給される。
【００８３】
［軟水ストレーナ洗浄の操作］
　軟水ストレーナ５２２の洗浄を行う場合、ユーザーやメンテナンス員は、次のように操
作する。すなわち、硬水軟化装置１が水処理モード（流路制御バルブユニット３が水処理
工程の状態）の実行中において、操作具ボックス６２１を開いて第１のバイパス切替弁５
１５を閉位置とし、第２のバイパス切替弁５３１を開位置とする。そして、検水コック５
２２１を開位置とする。
【００８４】
　この操作により、原水導入部５１０から硬水軟化装置１に導入される原水Ｗ１は、原水
ラインＬ１１の原水ストレーナ５１１、真空逃し弁５１２、逆止め弁５１４を順次流れ、
続いて、バイパスラインＬ６１の第２のバイパス切替弁５３１、逆止め弁５３２を順次流
れ、続いて、軟水ラインＬ２５の切替弁５２３、軟水ストレーナ５２２を順次流れ、最後
に検水コック５２２１及びストレーナ排出管５２２２（ストレーナ排出ラインＬ６２）を
通って排出される。このとき、先行して軟水ストレーナ５２２が捕捉していた軟水Ｗ２に
混入した異物（イオン交換樹脂の細粒や破砕片）は、検水コック５２２１を開けることに
より、ストレーナ排出管５２２２（ストレーナ排出ラインＬ６２）を通って系外に排出さ
れる。
【００８５】
　上記実施形態では、操作具ボックス６２１を第１側板６２の右側面の上部に設けたが、
本発明は、これに限定されない。例えば、第１側板６２の左側面若しくは背面又は第２側
板６３の前面のいずれかに、操作具ボックス６２１を設けてもよい。
【００８６】
　また、上記実施形態では、原水導入部５１０、軟水導出部５２０及び排水継手５５０を
第１側板６２の右側面に設けたが、本発明は、これに限定されない。例えば、第１側板６
２の左側面若しくは背面又は第２側板６３の前面のいずれかに、排水継手５５０を設けて
もよい。
【００８７】
　また、塩水バルブ組立体４５は、塩水（再生液）が所定の塩水濃度に達しているか否か
を検出するためのフロートスイッチ（図示せず）を備えてもよい。
【００８８】
　上述した本実施形態の塩水供給ユニット４によれば、例えば、以下のような様々な効果
が奏される。
　本実施形態の塩水供給ユニット４は、イオン交換樹脂床２１１に対し、塩Ｓから生成し
た塩水Ｗ３を供給するための塩水供給ユニット４であって、塩水Ｗ３の原料塩Ｓを収容可
能な原料収容部４１１、及び塩Ｓと補給水とから生成される塩水Ｗ３を貯留可能な塩水貯
留部４１２を有する塩水タンク４１と、塩水タンク４１の内部に配置され、塩Ｓが載置さ
れる載置面４２１を有する塩水プレート４２と、塩水タンク４１から導出される塩水Ｗ３
又は塩水タンク４１に導入される補給水が流通する塩水バルブパイプ４３と、塩水バルブ
パイプ４３と接続され、補給水の流れ及び塩水Ｗ３の流れを制御すると共に、塩水タンク
４１内の水位が予め設定された規定水位ＷＬに達した場合に補給水の流れを遮断する機能
を有する塩水バルブ４４と、を備える。塩水タンク４１には、原料収容部４１１と連通す
る開口４１３３を介して内部の過剰な塩水Ｗ３を外部に排出するオーバーフロー部４１３
が設けられる。塩水プレート４２は、載置面４２１よりも隆起し、塩水バルブ４４におけ
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２１よりも隆起し、オーバーフロー部４１３の開口４１３３を覆うオーバーフロー部用隆
起部４２３と、を備える。
【００８９】
　そのため、塩水バルブ４４やオーバーフロー部４１３の近傍でも、塩水プレート４２に
塩Ｓを載置しやすい。その結果、多くの塩Ｓを塩水プレート４２に載置することができて
、原料収容部４１１に多くの塩Ｓを収容することができる。
【００９０】
　また、塩水タンク４１は、上部タンク４１Ａ及び下部タンク４１Ｂを上下方向に連結す
ることにより構成される。塩水プレート４２及びオーバーフロー部４１３は、下部タンク
４１Ｂの内部に配置され、上部タンク４１Ａは、専ら原料収容部４１１として機能する。
【００９１】
　そのため、塩水タンク４は、形状の自由度が高いため、例えば、射出成形で上部タンク
４１Ａ及び下部タンク４１Ｂを個別に成形することができる。
　また、上部タンク４１Ａ及び下部タンク４１Ｂを分離した状態で、下部タンク４１Ｂに
塩水プレート４２を配置できるため、塩水プレート４２を塩水タンク４１に入れることが
容易である。
　また、上部タンク４１Ａは、専ら原料収容部４１１として機能するため、塩水タンク４
１が上部タンク４１Ａ及び下部タンク４１Ｂからなっても、上部タンク４１Ａと下部タン
ク４１Ｂとの接続部分からの水漏れ等の不具合が発生しにくい。
【００９２】
　以上、本発明の好ましい実施形態について説明した。しかし、本発明は、上述した実施
形態に限定されることなく、種々の形態で実施することができる。
【符号の説明】
【００９３】
　２１１　イオン交換樹脂床
　４　塩水供給ユニット（再生液供給ユニット）
　４１　塩水タンク（再生液タンク）
　４１Ａ　上部タンク
　４１Ｂ　下部タンク
　４１１　原料収容部
　４１２　塩水貯留部（再生液貯留部）
　４１３　オーバーフロー部
　４１３３　開口
　４２　塩水プレート（再生液プレート）
　４２１　載置面
　４２２　塩水バルブ用隆起部（再生液バルブ用隆起部）
　４２３　オーバーフロー部用隆起部
　４３　塩水バルブパイプ（再生液流通管）
　４４　塩水バルブ（再生液バルブ）
　Ｓ　塩（原料薬剤）
　Ｗ３　塩水（再生液）
　ＷＬ　規定水位
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